






〔研究目的〕 

全身性エリテマトーデス(SLE)の病因には諸説あり,不明であるが,唯一の確実な原因とし

て薬剤誘発性 SLE がある。これらの薬剤にはヒドララジン,プロカインアミド,ジフェニー

ルヒダントインなどが挙げられる。小児では抗痙攣剤が原因となっている症例が多い。SLE

の症例では自己抗体の一つとして抗核抗体,抗DNA抗体,抗ヒストソ抗体,抗RNP抗体などが

陽性となる。このうち薬剤誘発性 SLEでは,抗ヒストン抗体の陽性率が95%以上となる 1)。 

小児科領域では抗痙攣剤を長期に内服する症例が比較的多く,これらの症例で実際に SLE

様症状が出現する例は稀ではあるが,抗核抗体が陽性を示す症例は 3～4%を占める 2)。本研

究の目的は,抗痙攣剤を長期内服している症例のうち,抗核抗体が陽性例に抗ヒストン抗体

を測定し,薬剤誘発性 SLE の発症を未然に防ぐことを目的とした。 


